
　
秋
も
深
ま
る
10
月
27
日
（
日
）
友
部
第
二

小
学
校
体
育
館
で
、
大
旭
支
部
輪
投
げ
大
会

と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
友
部
第
二
小
益
子
悦
子
教
頭

先
生
、
子
ど
も
会
（
太
陽
・
旭
平
）、
保
護
者
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
旭
崎
新
生
会
・
矢
野
下
寿
会
・

三
友
会
・
若
狭
山
会
）、
各
区
民
、
区
長
（
大

沢
下
２
、
若
狭
山
団
地
、
旭
台
、
旭
台
団
地
２
、

緑
ヶ
丘
団
地
、
旭
崎

１
）、
笠
間
市
社
協

海
老
澤
清
美
事
務
局

長
・
会
澤
由
希
子
支

部
担
当
、
大
旭
支
部

役
員
の
、
合
計
76
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
平
林
英

男
支
部
長
か
ら
「
い

い
お
天
気
で
、
子
ど

も
た
ち
も
26
人
参

加
、
輪
投
げ
大
会
と

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ッ

チ
ャ
体
験
を
三
世
代

で
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

■ 

輪
投
げ
大
会

　
子
ど
も
た
ち
も
高
齢
者
も
一
投
、

一
投
、
真
剣
な
顔
、
顔
…
。
初
め
て

プ
レ
ー
す
る
子
ど
も
た
ち
に
投
げ
方

を
教
え
た
り
、
高
得
点
が
入
る
と
お

互
い
「
お
見
事
！
」
な
ど
声
を
か
け

た
り
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
各
部
上
位
10
人
に

賞
品
が
贈
ら
れ
、
大
会
参
加
者
に
は

参
加
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
入
賞
者
（
敬
称
略
）

・
子
ど
も
の
部

１
位
　
黒
澤
　
　
憂
（
52
点
）

２
位
　
加
藤
す
み
れ
（
49
点
）

３
位
　
原
田
　
凪
々
（
47
点
）

・
成
人
の
部

１
位
　
川
井
　
　
卓
（
50
点
）

２
位
　
黒
澤
　
　
誠
（
47
点
）

３
位
　
高
間
　
　
香
（
44
点
）

■ 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、
娯

楽
競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
を
指
す
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
で
す
。

〇「
太
鼓
の
達
人
」
ゲ
ー
ム

〇「
ぷ
よ
ぷ
よ
」
ゲ
ー
ム

　
子
ど
も
た
ち
は
上
手
に
機
材
を
操

り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■ 

ボ
ッ
チ
ャ
体
験

　「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
は
、
的
と
な
る

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル（
白
い
ボ
ー
ル
）に
、

赤
・
青
の
ボ
ー
ル
を
い
か
に
近
づ
け

る
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
３
人
の

イ
ベ
ン
ト

協
力
隊
員

に
、
点
数

の
数
え
方

な
ど
を
丁

寧
に
教
え

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
60
年
ぶ
り
に
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆

虫
記
」
が
読
み
た
く
な
り
、
友
部

図
書
館
に
行
き
ま
し
た
。
書
架
で

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ

の
方
に
相
談
す
る
と
、
検
索
し
奥

の
書
庫
か
ら
持
っ
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る

本
も
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。
図
書

館
の
利
用
方
法
を
、
も
う
一
つ
、

知
り
ま
し
た
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６
―
７
７
―
０
７
３
０

　
晩
秋
の
11
月
28
日
（
木
）
支

部
役
員
研
修
会
が
、
千
葉
県
佐

倉
市
の
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
」
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大

旭
支
部
役
員
、
区
長
、
女
性
部
、

民
生
委
員
、
社
協
職
員
な
ど
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
林
英
男
支
部
長
か
ら
「
と

て
も
良
い
お
天
気
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
博
物
館
は
充
実
し
て

い
て
、
私
は
何
回
か
見
学
に
来

て
い
ま
す
。
バ
ス
の
中
で
も
歓

談
な
ど
を
し
て
親
睦
・
交
流
を

深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
す
っ
き
り
と
し
た
青
空
で
し

た
の
で
、
常
磐
道
・
圏
央
道
・

東
関
東
道
・
佐
倉
市
と
進
む
途

中
、
筑
波
山
の
稜
線
、
雪
化
粧

の
富
士
山
、
高
さ
120
ｍ
の
牛
久

大
仏
が
、
バ
ス
の
窓
か
ら
と
て

も
よ
く
見
え
ま
し
た
。

　
研
修
先
の
「
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
」
は
佐
倉
城
址
に
あ
り
、

１
９
８
３
年
に
開
館
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
の
歴
史
と
文
化
に
つ

い
て
総
合
的
に
研
究
・
展
示
す

る
博
物
館
で
、
先
史
・
古
代
か

ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
実
物
資

料
、
複
製
資
料
、
復
元
模
型
が

テ
ー
マ
別
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。「
日
本
列
島
が
大
陸
と
つ

な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て

知
っ
た
」「
戦
中
の
銃
を
持
っ
た

が
重
か
っ
た
」「
２
時
間
で
は
見

学
は
終
わ
ら
な
い
」
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
研
修
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　名前の通り、九州・四
国に生息している蝶です
が、20 年位前から我が
家（笠間市）でも見られ
るようになりました。ほかの黒いアゲハと違い
尾（尾状突起）が無いのが特徴です。幼虫はミ
カン科の葉を食べて育ちます。（平林）

　
大
旭
支
部
で
は
、今
年
度
も「
在

宅
介
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」

と
し
て
、
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い

る
方
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈
り
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
、
各
介
護
者
宅
を
訪
問

し
、
記
念
品
を
お
渡
し
、
日
頃
の

労
苦
の
一
助
と
ご
慰
労
の
た
め
の

も
の
で
す
。

　
大
旭
支
部
役
員
一
同
の
「
添
え

書
」
と
と
も
に
、
介
護
の
必
需
品

で
あ
る
バ
ス
タ
オ
ル
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
添
え
書
き
」

在
宅
介
護
者
の
皆
様
へ

　
　笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　大
旭
支
部
役
員
一
同

　晩
秋
の
候
、
在
宅
介
護
者
の

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
気
の
抜
け
な
い
毎

日
か
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
大
旭
支
部
の
運
営
に

は
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
度
も
日
頃
の
ご

苦
労
を
思
い
、
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
介
護
の
際
に
、
お
役

に
立
て
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
、
何

か
と
ご
苦
労
も
絶
え
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
ご
健
康
に
留
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

広がる三世代交流の輪

支部役員
研修会

大
旭
支
部
輪
投
げ
大
会

巻
田
　
美
智
子
さ
ん（
大
沢
）

在
宅
介
護
者
と
の

　
　ふ
れ
あ
い
事
業

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

先
史
か
ら
現
代
ま
で
の

　日
本
史
・
生
活
史
を
知
る

先
史
か
ら
現
代
ま
で
の

　日
本
史
・
生
活
史
を
知
る

（6）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き
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もくじ

絵手
　
文
字
と
絵
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

り
、皆
さ
ん
と
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

楽
し
く
作
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
友
部
図
書
館・友
部
公
民
館・地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
友
部「
ト
モ
ア
」な
ど

で
、年
５
回
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
教
育
を
受
け
る
（
学
ぶ
場
）
に

は
、
三
つ
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
学
校
教
育
、
二
つ
目

は
家
庭
教
育
、三
つ
目
は
社
会（
地

域
）
教
育
で
す
。
こ
の
社
会
教
育

の
中
に
「
子
ど
も
会
活
動
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
会
活

動
の
よ
さ
は
、
学
校
と
は
違
っ
て

他
学
年
の
友
人
と
多
く
の
交
流
が

で
き
、
自
分
達
で
考
え
た
活
動
を

す
る
中
で
達
成
感
や
成
就
感
を
味

わ
え
る
こ
と
で
す
。
次
に
、
近
隣

住
民
や
高
齢
者
の
方
と
触
れ
合
う

機
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
か
ら
地
域
で
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
地

域
の
「
連
帯
感
」
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
会
の
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
は
、
い
い
な
。
大
人

に
な
っ
て
も
こ
の
地
域
に
住
も
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
よ

さ
が
あ
る
子
ど
も
会
活
動
を
多
く

の
方
が
理
解
し
、
さ
ら
に
活
性
化

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
支
部
内
の
子
ど
も
会
と
の
懇
談

会
の
中
で
、
子
ど
も
会
々
長
と
関

係
区
長
か
ら
「
子
ど
も
は
い
る
が

子
ど
も
会
に
入
ら
な
い
」「
子
ど

も
会
を
活
性
化
し
た
い
」
と
の
意

見
が
続
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入

会
活
動
は
地
域
だ
け
で
は
難
し
く

な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
子
ど
も

会
は
地
域
の
活
動
で
あ
り
、
学
校

の
活
動
と
は
違
う
と
は
理
解
し
て

お
り
ま
す
が
、
地
域
か
ら
の
要
請

を
受
け
社
協
大
旭
支
部
と
し
て

「
子
ど
も
会
へ
の
入
会
及
び
各
種

地
域
の
事
業
へ
の
参
加
に
つ
い

て
、
学
校
か
ら
児
童
へ
分
か
り
や

す
く
話
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

要
望
の
手
紙
を
常
井
裕
二
校
長
先

生
に
直
接
手
渡
し
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
（
日
）
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
代
表
者
と
の
懇
談
会
と
助
成
金

の
交
付
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
平
林
英
男
支
部
長
か

ら
挨
拶
と
支
部
下
半
期
の
行
事
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
10
月
27
日
（
日
）

　
大
旭
支
部
輪
投
げ
大
会
開
催

○
11
月
16
日
（
土
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

○
下
半
期
の
行
事
計
画
な
ど

１
　懇
談
会
の
内
容

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
代
表
・
小
野
武

旭
崎
新
生
会
々
長
を
中
心
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
計
画
・

準
備
な
ど
が
熱
心
に
討
議
さ
れ
ま

し
た
。

ア
　
開
催
日

　
11
月
16
日（
土
）
予
備
日
17
日

イ
　
場
所

　
友
部
第
二
小
学
校

ウ
　
来
賓
招
待
者

笠
間
市
長
　
山
口
　
伸
樹
様

友
部
第
二
小
学
校
長
　
常
井
　
裕
二
様

社
協
事
務
局
長
　
海
老
澤
清
美
様

エ
　
役
割
分
担

　
実
行
委
員
長
　
　
　
小
野
　
武

　
審
判
長
　
　
　
　
　
亘
理
　
武

　
救
護
者
　
　
　
　
　
関
　
　
操

　
用
具
調
達
と
会
場
設
営

　
11
月
６
日
（
水
）
細
部
打
合
せ

　
主
催
者
は
集
計
表
作
成
、
司
会

　
食
事
、
賞
品
準
備
、
広
報
等

２
　懇
談
会
参
加
者
（
敬
称
略
）

○
と
き
わ
会
 

亘
理
　
武

○
矢
野
下
寿
会
 

荻
津
正
男

○
三
　
友
　
会
 

太
田
　
毅

○
旭
崎
新
生
会
 

小
野
　
武

○
若
狭
山
会
 

鈴
木
勝
義

○
旭
平
ひ
の
で
会
 

小
倉
秀
男

※
本
号
か
ら
、
各
高
齢
者
ク
ラ
ブ

の
活
動
内
容
を
、
広
報
紙
で
紹

介
し
ま
す
。（
広
報
委
員
会
）

⑴
活
動
内
容

①
新
入
生
歓
迎
会
 （

４
月
14
日
）

②
除
草
作
業
・
花
だ
ん
づ
く
り

 

（
６
月
１
日
）

③
夕
涼
み
会
 

（
７
月
６
日
）

④
除
草
作
業
・
花
だ
ん
づ
く
り

 

（
11
月
）

⑤
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　（
ク
リ
ス
マ
ス
会
予
定
） （12
月
）

⑥
歓
送
迎
会
・
総
会
 （３

月
予
定
）

⑵
意
見
・
要
望
な
ど

　
地
区
単
位
で
は
人
数
も
集
ま
ら

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

少
人
数
で
も
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

⑴
活
動
内
容

①
総
会
 

（
大
沢
公
民
館
５
月
）

②
夏
休
み
お
楽
し
み
会
・
歓
迎
会

（
今
年
度
は
貸
切
バ
ス
で
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ
に
行
き
ま
し
た
　
７
月
）

③
ラ
ジ
オ
体
操
 （７

月
29
・
30
日
）

④
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
制
作
活
動
や

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 
12
月
）

⑤
卒
業
す
る
６
年
生
と
の
お
別
れ
会

　
 （映

画
館
へ
行
き
ま
す
　
３
月
）

⑵
意
見
・
要
望
な
ど

　
年
々
会
員
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
め
る
活

動
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⑴
活
動
内
容

①
花
だ
ん
作
り
 

（
５
月
25
日
）

②
ス
ポ
ー
ツ
学
童
 （

６
月
15
日
）

③
宝
探
し
＆
花
火
 （

８
月
17
日
）

④
ク
リ
ー
ン
作
戦
 （
10
月
19
日
）

⑤
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
へ
遠
足

 

（
11
月
９
日
）

⑥
お
楽
し
み
会
 

（
２
月
22
日
）

⑦
総
会
 

（
３
月
１
日
）

⑵
意
見
・
要
望
な
ど

　
現
在
、
１
〜
５
年
生
15
人
で
活

動
中
で
す
。
８
月
は
、
子
ど
も
会

に
加
入
し
て
い
な
い
お
友
達
も
参

加
し
、
夜
の
小
学
校
を
舞
台
に
大

賑
わ
い
で
し
た
。
随
時
、
子
ど
も

会
加
入
者
を
募
集
中
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鍛
え
た
技
に
一
喜
一
憂

鍛
え
た
技
に
一
喜
一
憂

　
平
成
15
年
に
第
一
回
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
支

部
行
事
の
中
で
も
、
歴
史
を
誇
る

由
緒
あ
る
大
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見

え
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
11
月
16
日
に
、
第
19
回

大
会
が
友
部
第
二
小
学
校

の
校
庭
に
、
支
部
内
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
な
ど
、
約
60
人
の
選
手
が
出

場
し
、
昨
年
以
上
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
林
英
男
支
部

長
が
、「
昨
日
の
雨
も
上
が
り
、

い
い
お
天
気
に
な
り
ま
し
た
。
無

理
を
せ
ず
、体
調
に
気
を
つ
け
て
、

楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
、
来
賓
に
は
山
口
伸

樹
笠
間
市
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
、
救
護
者
関
係
、
女
性
部
な

ど
多
く
の
方
々
が
大
会
支
援
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
小
野
武
実
行
委
員
長
か
ら
激
励

の
挨
拶
や
、
亘
理
武
審
判
長
か
ら

競
技
上
の
注
意
が
あ
り
、
山
口
市

長
の
始
球
式
後
、Ａ
・Ｂ
コ
ー
ト
に

分
か
れ
て
試
合
が
ス
タ
ー
ト
。
一

打
ご
と
に
熱
の
こ
も
っ
た
戦
い

は
、
終
盤
に
入
り
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
に
も
、
緊
張
感
が
漂
う

試
合
展
開
に
な
り
ま
し
た
。

□
入
賞
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
女
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
河
村
　
幸
子

　
準
優
勝
　
　
馬
場
　
八
重
子

　
３
　
位
　
　
金
子
　
恵
美

　
４
　
位
　
　
山
口
　
玉
江

　
５
　
位
　
　
大
津
　
千
代

【
男
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
飯
塚
　
智
二

　
準
優
勝
　
　
遠
藤
　
武
夫

　
３
　
位
　
　
中
塚
　
孝
七

　
４
　
位
　
　
島
内
　
正
彦

　
５
　
位
　
　
菱
沼
　
作
太
郎

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、
ブ
ー

ビ
ー
賞
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
、女
性
部（
渡

辺
米
子
部
長
）
の
み
な
さ
ん
の
手

作
り
の
温
か
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

い
た
だ
い
た
後
、散
会
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
懇
談
会

高齢者クラブ懇談会 

競技スタート前の一コマ

山口市長の始球式 子ども会との懇談会

青
空
子
ど
も
会

岡
﨑
　あ
す
香
会
長

大
旭
支
部 

子
ど
も
会
活
動
の
取
組
み

太
陽
子
ど
も
会

佐
藤
　志
野
会
長

旭
平
子
ど
も
会

木
村
　美
由
会
長

校
長
　常
井
　裕
二

友
部
第
二
小
学
校

平
林
　英
男

大
旭
支
部
長

大
旭
支
部 

子
ど
も
会
活
動
の
取
組
み

子
ど
も
会
活
動
の

　
　
　よ
さ
を
伝
え
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

　
　
　下
半
期
事
業
を
協
議



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
教
育
を
受
け
る
（
学
ぶ
場
）
に

は
、
三
つ
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
学
校
教
育
、
二
つ
目

は
家
庭
教
育
、三
つ
目
は
社
会（
地

域
）
教
育
で
す
。
こ
の
社
会
教
育

の
中
に
「
子
ど
も
会
活
動
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
会
活

動
の
よ
さ
は
、
学
校
と
は
違
っ
て

他
学
年
の
友
人
と
多
く
の
交
流
が

で
き
、
自
分
達
で
考
え
た
活
動
を

す
る
中
で
達
成
感
や
成
就
感
を
味

わ
え
る
こ
と
で
す
。
次
に
、
近
隣

住
民
や
高
齢
者
の
方
と
触
れ
合
う

機
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
か
ら
地
域
で
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
地

域
の
「
連
帯
感
」
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
会
の
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
は
、
い
い
な
。
大
人

に
な
っ
て
も
こ
の
地
域
に
住
も
う
」

と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
よ

さ
が
あ
る
子
ど
も
会
活
動
を
多
く

の
方
が
理
解
し
、
さ
ら
に
活
性
化

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
支
部
内
の
子
ど
も
会
と
の
懇
談

会
の
中
で
、
子
ど
も
会
々
長
と
関

係
区
長
か
ら
「
子
ど
も
は
い
る
が

子
ど
も
会
に
入
ら
な
い
」「
子
ど

も
会
を
活
性
化
し
た
い
」
と
の
意

見
が
続
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入

会
活
動
は
地
域
だ
け
で
は
難
し
く

な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
子
ど
も

会
は
地
域
の
活
動
で
あ
り
、
学
校

の
活
動
と
は
違
う
と
は
理
解
し
て

お
り
ま
す
が
、
地
域
か
ら
の
要
請

を
受
け
社
協
大
旭
支
部
と
し
て

「
子
ど
も
会
へ
の
入
会
及
び
各
種

地
域
の
事
業
へ
の
参
加
に
つ
い

て
、
学
校
か
ら
児
童
へ
分
か
り
や

す
く
話
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

要
望
の
手
紙
を
常
井
裕
二
校
長
先

生
に
直
接
手
渡
し
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
（
日
）
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
代
表
者
と
の
懇
談
会
と
助
成
金

の
交
付
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
平
林
英
男
支
部
長
か

ら
挨
拶
と
支
部
下
半
期
の
行
事
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
10
月
27
日
（
日
）

　
大
旭
支
部
輪
投
げ
大
会
開
催

○
11
月
16
日
（
土
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

○
下
半
期
の
行
事
計
画
な
ど

１
　懇
談
会
の
内
容
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ブ
代
表
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野
武
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崎
新
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ラ
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ル
フ
大
会
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熱
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し
た
。

ア
　
開
催
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11
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16
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）
予
備
日
17
日

イ
　
場
所

　
友
部
第
二
小
学
校

ウ
　
来
賓
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笠
間
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長
　
山
口
　
伸
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友
部
第
二
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学
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海
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澤
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エ
　
役
割
分
担

　
実
行
委
員
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小
野
　
武

　
審
判
長
　
　
　
　
　
亘
理
　
武

　
救
護
者
　
　
　
　
　
関
　
　
操

　
用
具
調
達
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会
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営

　
11
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６
日
（
水
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催
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集
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作
成
、
司
会
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、
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等

２
　懇
談
会
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加
者
（
敬
称
略
）
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と
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わ
会
 

亘
理
　
武

○
矢
野
下
寿
会
 

荻
津
正
男

○
三
　
友
　
会
 

太
田
　
毅

○
旭
崎
新
生
会
 

小
野
　
武

○
若
狭
山
会
 

鈴
木
勝
義

○
旭
平
ひ
の
で
会
 

小
倉
秀
男

※
本
号
か
ら
、
各
高
齢
者
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ラ
ブ

の
活
動
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を
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紙
で
紹

介
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ま
す
。（
広
報
委
員
会
）
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①
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14
日
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り

 

（
６
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日
）

③
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（
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日
）
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）
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が
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が
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数
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も
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す
。
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①
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５
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②
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④
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⑤
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る
６
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と
の
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画
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へ
行
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ま
す
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月
）

⑵
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ど

　
年
々
会
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数
が
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少
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ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
め
る
活
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を
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画
し
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す
の
で
、
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参
加
く
だ
さ
い
。
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①
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り
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５
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25
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）
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ス
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６
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15
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）

③
宝
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し
＆
花
火
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８
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）

④
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19
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）

⑤
ツ
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遠
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９
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⑥
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（
２
月
22
日
）

⑦
総
会
 

（
３
月
１
日
）

⑵
意
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要
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ど
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、
１
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５
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15
人
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活

動
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す
。
８
月
は
、
子
ど
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会

に
加
入
し
て
い
な
い
お
友
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参

加
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夜
の
小
学
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台
に
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賑
わ
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し
た
。
随
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、
子
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も

会
加
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募
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中
で
す
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お
気
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問
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せ
く
だ
さ
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。

鍛
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憂
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憂
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催
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も
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史
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。
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ナ
の
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え
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催
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加
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約
60
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の
選
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が
出
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、
昨
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の
盛
り
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が
り

を
見
せ
て
い
ま
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た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
林
英
男
支
部

長
が
、「
昨
日
の
雨
も
上
が
り
、

い
い
お
天
気
に
な
り
ま
し
た
。
無

理
を
せ
ず
、体
調
に
気
を
つ
け
て
、

楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
て
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だ
さ

い
」
と
挨
拶
、
来
賓
に
は
山
口
伸

樹
笠
間
市
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
、
救
護
者
関
係
、
女
性
部
な

ど
多
く
の
方
々
が
大
会
支
援
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
小
野
武
実
行
委
員
長
か
ら
激
励

の
挨
拶
や
、
亘
理
武
審
判
長
か
ら

競
技
上
の
注
意
が
あ
り
、
山
口
市

長
の
始
球
式
後
、Ａ
・Ｂ
コ
ー
ト
に

分
か
れ
て
試
合
が
ス
タ
ー
ト
。
一

打
ご
と
に
熱
の
こ
も
っ
た
戦
い

は
、
終
盤
に
入
り
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
に
も
、
緊
張
感
が
漂
う

試
合
展
開
に
な
り
ま
し
た
。

□
入
賞
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
女
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
河
村
　
幸
子

　
準
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馬
場
　
八
重
子

　
３
　
位
　
　
金
子
　
恵
美

　
４
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５
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大
津
　
千
代

【
男
子
の
部
】
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勝
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二
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勝
　
　
遠
藤
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夫

　
３
　
位
　
　
中
塚
　
孝
七

　
４
　
位
　
　
島
内
　
正
彦

　
５
　
位
　
　
菱
沼
　
作
太
郎

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、
ブ
ー

ビ
ー
賞
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
、女
性
部（
渡

辺
米
子
部
長
）
の
み
な
さ
ん
の
手

作
り
の
温
か
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

い
た
だ
い
た
後
、散
会
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
懇
談
会

高齢者クラブ懇談会 

競技スタート前の一コマ

山口市長の始球式 子ども会との懇談会

青
空
子
ど
も
会

岡
﨑
　あ
す
香
会
長

大
旭
支
部 

子
ど
も
会
活
動
の
取
組
み

太
陽
子
ど
も
会

佐
藤
　志
野
会
長

旭
平
子
ど
も
会

木
村
　美
由
会
長

校
長
　常
井
　裕
二

友
部
第
二
小
学
校

平
林
　英
男

大
旭
支
部
長

大
旭
支
部 

子
ど
も
会
活
動
の
取
組
み

子
ど
も
会
活
動
の

　
　
　よ
さ
を
伝
え
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

　
　
　下
半
期
事
業
を
協
議
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旭
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今
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秋
晴
れ

　み
ん
な
元
気
に
集
合
！

今
日
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秋
晴
れ

　み
ん
な
元
気
に
集
合
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高
齢
者
と
の
地
域
交
流
で

　
　
　パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

高
齢
者
と
の
地
域
交
流
で

　
　
　パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

　
９
月
15
日
（
日
）
旭
崎
新
農
村

集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
28
人
が
参
加
し
、
敬
老
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
野
敏
文
区
長
の
挨
拶
の
後
、

小
野
武
新
生
会
長
か
ら
「
敬
老
祝

賀
会
は
、
今
年
で
16
回
目
に
な
り

ま
す
。
若
き
日
の
１
ペ
ー
ジ
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
は
、山
口
伸
樹
笠
間
市
長
、

平
林
英
男
大
旭
支
部
長
。
山
口
市

長
か
ら
は
「
笠
間
市

内
で
現
在
百
歳
以
上

が
34
人
い
ま
す
。
そ

の
方
々
と
握
手
を
す

る
と
、
皆
さ
ん
手
が

大
き
く
骨
が
し
っ
か

り
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
人
生
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
の
来
賓
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
、
役

員
の
渡
辺
米
子
さ
ん

か
ら
全
員
に
抹
茶
が

ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、「
Ｙ
．Ｋ
．Ｏ
．
サ

ウ
ン
ズ
」（
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
吉
田

さ
ん
、
ギ
タ
ー
・
久
野
さ
ん
、
ベ
ー

ス
・
大
塚
さ
ん
）
の
演
奏
に
合
わ

せ
て
、
み
ん
な
で
歌
謡
曲
や
唱
歌

を
う
た
い
ま
し
た
。
久
野
さ
ん
の

「
皆
さ
ん
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
で

す
ね
」
と
い
う
進
行
で
、
マ
イ
ク

を
持
っ
て
熱
唱
す
る
人
な
ど
で
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。「
こ
の
曲
は
私
が
中
学
生
の

頃
の
歌
だ
よ
、懐
か
し
い
わ
」「
あ

と
20
年
は
歌
え
る
ね
」「
ア
ン
コ
ー

ル
！
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
し
た
。
昼
食
は
、
高
齢
者
に
配

慮
し
た
美
味
し
い
お
弁
当
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　
参
加
し
た
高
齢
者
の
方
々
と
実

行
委
員
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
和

気
あ
い
あ
い
、
地
域
の
交
流
が
進

ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
10
月
20
日（
日
）旭
台
公
民
館
で

敬
老
祝
賀
会
（
75
歳
以
上
高
齢
者

24
人
参
加
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
記
念
の
集
合
写
真
撮

影
が
あ
り
ま
し
た
。（
帰
り
に
配

布
）

　
行
事
で
は
、
山
崎
由
美
子
区
長

か
ら
「
今
日
は
秋
晴
れ
、
皆
さ
ん

の
心
が
け
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
「
Ｙ
．Ｋ
．Ｏ
．
サ
ウ
ン
ズ
」

グ
ル
ー
プ
（
ギ
タ
ー
・
久
野
さ
ん
、

ベ
ー
ス
・
大
塚
さ
ん
）
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
、
み
ん
な
で
歌
謡
曲
や

唱
歌
を
う
た
い
ま
し
た
。
久
野
さ

ん
・
大
塚
さ
ん
（
旭
台
区
員
）
の

歌
と
進
行
で
会
場
は
、
歌
声
喫
茶

の
よ
う
に
楽
し
い
雰
囲
気
に
…
。

今
年
は
、
地
域
の
方
々
の
要
望
曲

も
加
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
高
野
副
区
長
さ
ん
の
特
別
出

演
も
あ
り
ま
し
た
。

　『
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
』
は
ハ
ラ
ハ

ラ
・
ド
キ
ド
キ
。
役
員
の
方
々
の

進
行
に
よ
り
、
次
々
に
数
字
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
、「
リ
ー
チ
」「
ビ
ン
ゴ
！
」

「
え
ー
、
早
い
」「
わ
た
し
、
全
然

進
ま
な
い
」
と
喜
び
や
く
や
し
が

る
声
。
５
位
ま
で
に
は
豪
華
賞
品

が
、
ま
た
全
員
に
参
加
賞
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
、
思
い
出
に
残
る
一

日
で
し
た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　
旭
台
区
で
は
、『
サ
ロ
ン
』（
月

１
回
・
公
民
館
）
で
リ
ハ
ビ
リ
健

康
体
操
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
歌
声
喫
茶

の
よ
う
な
活
動
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の

輪
が
、
今
日
の
よ
う
に
公
民
館
か

ら
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
こ
こ
ち
よ
い
風
が
吹
き
、
車
窓

か
ら
は
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る

10
月
中
旬
、
社
会
福
祉
協
議
会
大

旭
支
部
女
性
部
（
渡
辺
米
子
部

長
）
の
研
修
会
が
、
筑
波
・
常
総

方
面
に
23
人
の
会
員
が
参
加
し
実

施
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
渡
辺
部
長
が
「
高
齢
化
に
と
も

な
い
、
会
員
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
魅
力
あ
る
女
性
部
と
し
て

い
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
を
だ
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
、
平
林
英
男
支

部
長
は
「
女
性
部
は
、
支
部
活
動

の
要
を
担
っ
て
お
り
、
女
性
部
の

た
め
に
は
惜
し
み
な
い
支
援
を
続

け
て
行
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
激
励

し
ま
し
た
。

　
筑
波
の
峰
で
は
、
全
員
が
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂
へ
、
上
っ
て
行

く
に
つ
れ
目
の
前
に
は
雄
大
な
自

然
が
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
平
野

に
魅
了
さ
れ
、
下
山
す
る
の
が
惜

し
ま
れ
る
様
子
で
い
ま
し
た
。
昼

食
は
、
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
の

中
に
あ
る
「
割
烹
一
の
天
」
和
食

の
食
事
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
満
足
し
た
様
子
。

　
午
後
か
ら
は
、
各
地
で
注
目
さ

れ
て
い
る
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
道

の
駅
常
総
へ
寄
り
、
お
芋
の
専
門

店
や
農
産
物
直
売
所
へ
。
ベ
ー
カ

リ
ー
、
茨
城
の
卵
が
主
役
の
ス
イ
ー

ツ
、
メ
ロ
ン
パ
ン
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

な
ど
を
買
い
ま
し
た
。
家
族
の
こ

と
を
思
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
手
に

は
、
お
み
や
げ
が
い
っ
ぱ
い
。

　
帰
路
で
も
、
会
員
同
士
、
筑
波

山
の
裾
野
に
広
が
る
自
然
美
に
思

い
出
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑴
活
動
内
容

　
１
週
間
に
１
回
（
金
曜
日
）
若

狭
山
団
地
公
民
館
で
、
シ
ル
バ
ー

健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
７
月
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
会
員
は
14
人
で
、
皆
さ
ん
、

毎
回
喜
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。

　
私
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
３
級

で
し
た

が
、
70

歳
で
２

級
の
資

格
を
取

り
ま
し

た
。
現

在
は
、

磯
部
勇

さ
ん
と
２
人
で
体
操
教
室
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

⑵
鈴
木
会
長
さ
ん
か
ら

　
友
部
中
学
校
体
育
館
『
五
月
み

ど
り
シ
ョ
ー
』
で
、
五
月
み
ど
り

さ
ん
と
「
お
ひ
ま
な
ら
き
て
ね
」

を
歌
っ
て
か
ら
30
年
。
月
１
回
の

ス
ナ
ッ
ク
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
高
齢
者

ク
ラ
ブ「
友
部
支
部
芸
能
発
表
会
」

に
も
、
皆

さ
ん
参
加

し
て
く
だ

さ
い
。

⑴
活
動
内
容

　
会
員
数
13
人
（
男
性
６
人
、
女

性
７
人
）。
内
11
人
が
、
週
１
回

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
中
心
に

ペ
タ
ン
ク
・
輪
投
げ
を
、
大
会
前

に
何
回
か
練
習
。
月
例
の
大
会
で

は
全
員
に
賞
品（
ゴ
ミ
袋
、テ
ィ
ッ

シ
ュ
）。

　
・
年
１
・
２
回
の
日
帰
り
旅
行

と
新
年
会
　
・
地
区
公
民
館
内
外

の
清
掃
、
除
草
活
動
　
・
誕
生
月

に
記
念
品
　
・
保
健
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
健
康
講
話

⑵
意
見
と
問
題
点

　
会
員
の
平
均
年
齢
84
・
3
歳
。

80
歳
以
上
が
10
人
と
い
う
超
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
。
新
入
会
員
が
な
か

な
か
無
い
こ
と
が
最
大
の
悩
み
。

　「
こ
う
い
う
活
動
を
し
て
い
ま

す
」「
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
呼
び
か
け
の
パ
ン
フ
の
全

戸
配
布
を
考
え
て
い
ま
す
。　

活
動

中
の
姿

か
ら
は
、

実
年
齢

よ
り
も

数
歳
の

若
さ
が

感
じ
ら

れ
ま
す
。

　元旦草ともいわれ、新年
を祝うにふさわしい福寿草。
　「自宅の庭で毎年咲いてい
ます。朝日が出て花が開い
たらと待ちこがれて、一番
最初に咲いたのを、はいつ
くばって撮影しました」

元気に集合！　心も秋晴れ

小野武新生会長の挨拶

歌って歌って　のど自慢歌って歌って　のど自慢

小野武新生会長の挨拶

高橋　ヒロ子さん（旭台団地）
「春を寿ぐ・福寿草」

鈴
木
　勝
義
会
長

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介

若
狭
山
会

太
田
　毅
会
長

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介

三
友
会
大
沢
下
１
・
２
　
中
３

　12 月から花が咲く清
楚な姿のニホン水仙。陽
を多く受けない北側が花
葉とも高く伸びる。寒さ
に動じることなく凛とし
て咲く姿。清らかな香に
包まれ新しい年を迎える
ことができる。

成田　惠子さん（大沢上三）

シルバー健康教室に参加している皆さん

紫峰筑波の山頂で

カラオケ発表会
で熱唱！

女性部
研修会

魅
力
あ
る
女
性
部
へ

　紫
峰
筑
波
の
自
然
満
喫

魅
力
あ
る
女
性
部
へ

　紫
峰
筑
波
の
自
然
満
喫
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20
日（
日
）旭
台
公
民
館
で

敬
老
祝
賀
会
（
75
歳
以
上
高
齢
者

24
人
参
加
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
記
念
の
集
合
写
真
撮

影
が
あ
り
ま
し
た
。（
帰
り
に
配

布
）

　
行
事
で
は
、
山
崎
由
美
子
区
長

か
ら
「
今
日
は
秋
晴
れ
、
皆
さ
ん

の
心
が
け
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
「
Ｙ
．Ｋ
．Ｏ
．
サ
ウ
ン
ズ
」

グ
ル
ー
プ
（
ギ
タ
ー
・
久
野
さ
ん
、

ベ
ー
ス
・
大
塚
さ
ん
）
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
、
み
ん
な
で
歌
謡
曲
や

唱
歌
を
う
た
い
ま
し
た
。
久
野
さ

ん
・
大
塚
さ
ん
（
旭
台
区
員
）
の

歌
と
進
行
で
会
場
は
、
歌
声
喫
茶

の
よ
う
に
楽
し
い
雰
囲
気
に
…
。

今
年
は
、
地
域
の
方
々
の
要
望
曲

も
加
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
高
野
副
区
長
さ
ん
の
特
別
出

演
も
あ
り
ま
し
た
。

　『
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
』
は
ハ
ラ
ハ

ラ
・
ド
キ
ド
キ
。
役
員
の
方
々
の

進
行
に
よ
り
、
次
々
に
数
字
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
、「
リ
ー
チ
」「
ビ
ン
ゴ
！
」

「
え
ー
、
早
い
」「
わ
た
し
、
全
然

進
ま
な
い
」
と
喜
び
や
く
や
し
が

る
声
。
５
位
ま
で
に
は
豪
華
賞
品

が
、
ま
た
全
員
に
参
加
賞
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
過
ぎ
、
思
い
出
に
残
る
一

日
で
し
た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　
旭
台
区
で
は
、『
サ
ロ
ン
』（
月

１
回
・
公
民
館
）
で
リ
ハ
ビ
リ
健

康
体
操
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
歌
声
喫
茶

の
よ
う
な
活
動
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の

輪
が
、
今
日
の
よ
う
に
公
民
館
か

ら
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
こ
こ
ち
よ
い
風
が
吹
き
、
車
窓

か
ら
は
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る

10
月
中
旬
、
社
会
福
祉
協
議
会
大

旭
支
部
女
性
部
（
渡
辺
米
子
部

長
）
の
研
修
会
が
、
筑
波
・
常
総

方
面
に
23
人
の
会
員
が
参
加
し
実

施
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
渡
辺
部
長
が
「
高
齢
化
に
と
も

な
い
、
会
員
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
魅
力
あ
る
女
性
部
と
し
て

い
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
を
だ
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
、
平
林
英
男
支

部
長
は
「
女
性
部
は
、
支
部
活
動

の
要
を
担
っ
て
お
り
、
女
性
部
の

た
め
に
は
惜
し
み
な
い
支
援
を
続

け
て
行
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
激
励

し
ま
し
た
。

　
筑
波
の
峰
で
は
、
全
員
が
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂
へ
、
上
っ
て
行

く
に
つ
れ
目
の
前
に
は
雄
大
な
自

然
が
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
平
野

に
魅
了
さ
れ
、
下
山
す
る
の
が
惜

し
ま
れ
る
様
子
で
い
ま
し
た
。
昼

食
は
、
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市
の

中
に
あ
る
「
割
烹
一
の
天
」
和
食

の
食
事
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
満
足
し
た
様
子
。

　
午
後
か
ら
は
、
各
地
で
注
目
さ

れ
て
い
る
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
道

の
駅
常
総
へ
寄
り
、
お
芋
の
専
門

店
や
農
産
物
直
売
所
へ
。
ベ
ー
カ

リ
ー
、
茨
城
の
卵
が
主
役
の
ス
イ
ー

ツ
、
メ
ロ
ン
パ
ン
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

な
ど
を
買
い
ま
し
た
。
家
族
の
こ

と
を
思
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
手
に

は
、
お
み
や
げ
が
い
っ
ぱ
い
。

　
帰
路
で
も
、
会
員
同
士
、
筑
波

山
の
裾
野
に
広
が
る
自
然
美
に
思

い
出
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑴
活
動
内
容

　
１
週
間
に
１
回
（
金
曜
日
）
若

狭
山
団
地
公
民
館
で
、
シ
ル
バ
ー

健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
７
月
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
会
員
は
14
人
で
、
皆
さ
ん
、

毎
回
喜
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。

　
私
は
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
３
級

で
し
た

が
、
70

歳
で
２

級
の
資

格
を
取

り
ま
し

た
。
現

在
は
、

磯
部
勇

さ
ん
と
２
人
で
体
操
教
室
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

⑵
鈴
木
会
長
さ
ん
か
ら

　
友
部
中
学
校
体
育
館
『
五
月
み

ど
り
シ
ョ
ー
』
で
、
五
月
み
ど
り

さ
ん
と
「
お
ひ
ま
な
ら
き
て
ね
」

を
歌
っ
て
か
ら
30
年
。
月
１
回
の

ス
ナ
ッ
ク
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
高
齢
者

ク
ラ
ブ「
友
部
支
部
芸
能
発
表
会
」

に
も
、
皆

さ
ん
参
加

し
て
く
だ

さ
い
。

⑴
活
動
内
容

　
会
員
数
13
人
（
男
性
６
人
、
女

性
７
人
）。
内
11
人
が
、
週
１
回

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
中
心
に

ペ
タ
ン
ク
・
輪
投
げ
を
、
大
会
前

に
何
回
か
練
習
。
月
例
の
大
会
で

は
全
員
に
賞
品（
ゴ
ミ
袋
、テ
ィ
ッ

シ
ュ
）。

　
・
年
１
・
２
回
の
日
帰
り
旅
行

と
新
年
会
　
・
地
区
公
民
館
内
外

の
清
掃
、
除
草
活
動
　
・
誕
生
月

に
記
念
品
　
・
保
健
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
健
康
講
話

⑵
意
見
と
問
題
点

　
会
員
の
平
均
年
齢
84
・
3
歳
。

80
歳
以
上
が
10
人
と
い
う
超
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
。
新
入
会
員
が
な
か

な
か
無
い
こ
と
が
最
大
の
悩
み
。

　「
こ
う
い
う
活
動
を
し
て
い
ま

す
」「
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
呼
び
か
け
の
パ
ン
フ
の
全

戸
配
布
を
考
え
て
い
ま
す
。　

活
動

中
の
姿

か
ら
は
、

実
年
齢

よ
り
も

数
歳
の

若
さ
が

感
じ
ら

れ
ま
す
。

　元旦草ともいわれ、新年
を祝うにふさわしい福寿草。
　「自宅の庭で毎年咲いてい
ます。朝日が出て花が開い
たらと待ちこがれて、一番
最初に咲いたのを、はいつ
くばって撮影しました」

元気に集合！　心も秋晴れ

小野武新生会長の挨拶

歌って歌って　のど自慢歌って歌って　のど自慢

小野武新生会長の挨拶

高橋　ヒロ子さん（旭台団地）
「春を寿ぐ・福寿草」

鈴
木
　勝
義
会
長

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介

若
狭
山
会

太
田
　毅
会
長

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介

三
友
会
大
沢
下
１
・
２
　
中
３

　12 月から花が咲く清
楚な姿のニホン水仙。陽
を多く受けない北側が花
葉とも高く伸びる。寒さ
に動じることなく凛とし
て咲く姿。清らかな香に
包まれ新しい年を迎える
ことができる。

成田　惠子さん（大沢上三）

シルバー健康教室に参加している皆さん

紫峰筑波の山頂で

カラオケ発表会
で熱唱！

女性部
研修会

魅
力
あ
る
女
性
部
へ

　紫
峰
筑
波
の
自
然
満
喫

魅
力
あ
る
女
性
部
へ

　紫
峰
筑
波
の
自
然
満
喫



　
秋
も
深
ま
る
10
月
27
日
（
日
）
友
部
第
二

小
学
校
体
育
館
で
、
大
旭
支
部
輪
投
げ
大
会

と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
友
部
第
二
小
益
子
悦
子
教
頭

先
生
、
子
ど
も
会
（
太
陽
・
旭
平
）、
保
護
者
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
旭
崎
新
生
会
・
矢
野
下
寿
会
・

三
友
会
・
若
狭
山
会
）、
各
区
民
、
区
長
（
大

沢
下
２
、
若
狭
山
団
地
、
旭
台
、
旭
台
団
地
２
、

緑
ヶ
丘
団
地
、
旭
崎

１
）、
笠
間
市
社
協

海
老
澤
清
美
事
務
局

長
・
会
澤
由
希
子
支

部
担
当
、
大
旭
支
部

役
員
の
、
合
計
76
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
平
林
英

男
支
部
長
か
ら
「
い

い
お
天
気
で
、
子
ど

も
た
ち
も
26
人
参

加
、
輪
投
げ
大
会
と

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ッ

チ
ャ
体
験
を
三
世
代

で
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

■ 

輪
投
げ
大
会

　
子
ど
も
た
ち
も
高
齢
者
も
一
投
、

一
投
、
真
剣
な
顔
、
顔
…
。
初
め
て

プ
レ
ー
す
る
子
ど
も
た
ち
に
投
げ
方

を
教
え
た
り
、
高
得
点
が
入
る
と
お

互
い
「
お
見
事
！
」
な
ど
声
を
か
け

た
り
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
各
部
上
位
10
人
に

賞
品
が
贈
ら
れ
、
大
会
参
加
者
に
は

参
加
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
入
賞
者
（
敬
称
略
）

・
子
ど
も
の
部

１
位
　
黒
澤
　
　
憂
（
52
点
）

２
位
　
加
藤
す
み
れ
（
49
点
）

３
位
　
原
田
　
凪
々
（
47
点
）

・
成
人
の
部

１
位
　
川
井
　
　
卓
（
50
点
）

２
位
　
黒
澤
　
　
誠
（
47
点
）

３
位
　
高
間
　
　
香
（
44
点
）

■ 

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、
娯

楽
競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
を
指
す
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
で
す
。

〇「
太
鼓
の
達
人
」
ゲ
ー
ム

〇「
ぷ
よ
ぷ
よ
」
ゲ
ー
ム

　
子
ど
も
た
ち
は
上
手
に
機
材
を
操

り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■ 

ボ
ッ
チ
ャ
体
験

　「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
は
、
的
と
な
る

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル（
白
い
ボ
ー
ル
）に
、

赤
・
青
の
ボ
ー
ル
を
い
か
に
近
づ
け

る
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
３
人
の

イ
ベ
ン
ト

協
力
隊
員

に
、
点
数

の
数
え
方

な
ど
を
丁

寧
に
教
え

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
60
年
ぶ
り
に
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆

虫
記
」
が
読
み
た
く
な
り
、
友
部

図
書
館
に
行
き
ま
し
た
。
書
架
で

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ

の
方
に
相
談
す
る
と
、
検
索
し
奥

の
書
庫
か
ら
持
っ
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る

本
も
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。
図
書

館
の
利
用
方
法
を
、
も
う
一
つ
、

知
り
ま
し
た
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６
―
７
７
―
０
７
３
０

　
晩
秋
の
11
月
28
日
（
木
）
支

部
役
員
研
修
会
が
、
千
葉
県
佐

倉
市
の
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
」
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大

旭
支
部
役
員
、
区
長
、
女
性
部
、

民
生
委
員
、
社
協
職
員
な
ど
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
林
英
男
支
部
長
か
ら
「
と

て
も
良
い
お
天
気
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
博
物
館
は
充
実
し
て

い
て
、
私
は
何
回
か
見
学
に
来

て
い
ま
す
。
バ
ス
の
中
で
も
歓

談
な
ど
を
し
て
親
睦
・
交
流
を

深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
す
っ
き
り
と
し
た
青
空
で
し

た
の
で
、
常
磐
道
・
圏
央
道
・

東
関
東
道
・
佐
倉
市
と
進
む
途

中
、
筑
波
山
の
稜
線
、
雪
化
粧

の
富
士
山
、
高
さ
120
ｍ
の
牛
久

大
仏
が
、
バ
ス
の
窓
か
ら
と
て

も
よ
く
見
え
ま
し
た
。

　
研
修
先
の
「
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
」
は
佐
倉
城
址
に
あ
り
、

１
９
８
３
年
に
開
館
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
の
歴
史
と
文
化
に
つ

い
て
総
合
的
に
研
究
・
展
示
す

る
博
物
館
で
、
先
史
・
古
代
か

ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
実
物
資

料
、
複
製
資
料
、
復
元
模
型
が

テ
ー
マ
別
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。「
日
本
列
島
が
大
陸
と
つ

な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て

知
っ
た
」「
戦
中
の
銃
を
持
っ
た

が
重
か
っ
た
」「
２
時
間
で
は
見

学
は
終
わ
ら
な
い
」
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
研
修
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　名前の通り、九州・四
国に生息している蝶です
が、20 年位前から我が
家（笠間市）でも見られ
るようになりました。ほかの黒いアゲハと違い
尾（尾状突起）が無いのが特徴です。幼虫はミ
カン科の葉を食べて育ちます。（平林）

　
大
旭
支
部
で
は
、今
年
度
も「
在

宅
介
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」

と
し
て
、
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い

る
方
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈
り
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
、
各
介
護
者
宅
を
訪
問

し
、
記
念
品
を
お
渡
し
、
日
頃
の

労
苦
の
一
助
と
ご
慰
労
の
た
め
の

も
の
で
す
。

　
大
旭
支
部
役
員
一
同
の
「
添
え

書
」
と
と
も
に
、
介
護
の
必
需
品

で
あ
る
バ
ス
タ
オ
ル
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
添
え
書
き
」

在
宅
介
護
者
の
皆
様
へ

　
　笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　大
旭
支
部
役
員
一
同

　晩
秋
の
候
、
在
宅
介
護
者
の

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
気
の
抜
け
な
い
毎

日
か
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
大
旭
支
部
の
運
営
に

は
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
度
も
日
頃
の
ご

苦
労
を
思
い
、
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
介
護
の
際
に
、
お
役

に
立
て
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
、
何

か
と
ご
苦
労
も
絶
え
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
ご
健
康
に
留
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

広がる三世代交流の輪

支部役員
研修会

大
旭
支
部
輪
投
げ
大
会

巻
田
　
美
智
子
さ
ん（
大
沢
）

在
宅
介
護
者
と
の

　
　ふ
れ
あ
い
事
業

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

先
史
か
ら
現
代
ま
で
の

　日
本
史
・
生
活
史
を
知
る

先
史
か
ら
現
代
ま
で
の

　日
本
史
・
生
活
史
を
知
る
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あ
と
が
き
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もくじ

絵手
　
文
字
と
絵
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

り
、皆
さ
ん
と
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

楽
し
く
作
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
友
部
図
書
館・友
部
公
民
館・地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
友
部「
ト
モ
ア
」な
ど

で
、年
５
回
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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